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Ⅰ.事例概要 
 

事例①： CO2 削減に資する“交通環境ポイント”の導入事例 

◇個人の詳細な交通行動をプローブパーソンで把握し、環境への負荷度を知る！

◇「楽しみ」を持たせて交通行動の変更を！ 
 

道路渋滞がますます悪化する一方で、ＣＯ2 排出削減に向けて、ＴＤＭやマルチモーダルなど各種取り

組みについて、各人の交通行動の変更促進に向けた、より一層の工夫が必要となってきています。 

本調査は、「交通環境ポイント」を導入し、一般市民に対しＣＯ2 削減について、「意識の向上」と、「楽

しみ」を持って、実際の行動に反映してもらうことを目的として、公共交通機関利用時や、早朝出勤時に、

ポイントを発行し、ポイント数に応じたインセンティブを与えることによるＣＯ2 削減効果について調査

した事例です。 
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Ⅱ.事例の具体 
 
１． 背景 
 
 
 

 

 

道路交通渋滞に伴うＣＯ２排出量の削減のために様々な方策が考えられています．交差点の立体

化や新規道路の建設が渋滞対策の基本となりますが，財政面などの理由でハード施策の制約が大

きい場合，旅行者自身の行動変更によるＣＯ２排出量の削減が有効といえます． 

著者らが開発してきたプローブパーソン調査は，自動車の旅行時間や交通予報等の情報を配信

することで，経路変更や出発時刻の変更を促すシステムです．本事例では，これらの情報配信に

加えて，公共交通の情報配信を行うことで，ＣＯ２排出により効果のある行動変更を実現するシ

ステムの実装を目的としています．システムでは，交通手段の変更，出発時刻の変更を促すイン

センティブとして「交通環境ポイント」を導入します．さらに，自動車と公共交通を対象とした

「マルチモーダルナビ」を実装することで，出発時刻，経路，交通機関という３段階の選択レベ

ルでＣＯ２排出削減に寄与する情報配信を行います． 

 

・ 道路交通渋滞に伴うＣＯ２排出量の増大！ 
・ 道路交通環境に対する意識改革の必要性の高まり！ 

１１．．背背景景  
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２．１．システム ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

調査機器として，ＧＰＳ携帯電話，Ｗｅｂダイアリー，もぐカード（μチップ搭載）を使用し

ました．調査内容は，ＧＰＳ携帯電話を用いた「トラッキング調査」，Ｗｅｂダイアリーを用い

た「ダイアリー調査」，Ｗｅｂを用いた「アンケート調査」です． 

行動変更を促すために，「交通環境ポイントシステム」，自動車と公共交通の予測情報を配信す

る「マルチモーダルナビシステム」を導入しました． 

システムの概要を図に示します． 
 
 

現在：５５分
３０分後：４５分
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【出発時】　出発ボタン
目的地：○○
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【到着時】　到着ボタン
事後アンケート：××
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Ｎ：３３．・・・
Ｅ：１３２．・・・

 
図 プローブパーソン調査の概要 

２２．．調調査査概概要要  

・ ＧＰＳ携帯電話を用いたプローブパーソン調査の実施！ 
・ 交通環境ポイント，マルチモーダルナビシステムの導入！ 
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（１）交通環境ポイントシステムについて  
 

 

 

 

交通環境ポイントとは，交通手段変更や出発時刻調整等の移動の変更により環境に貢献したモ

ニターに対して与えるポイントです． 

交通環境ポイントの与え方は以下の２通りです．交通環境ポイント取得者のうち，ポイント上

位者には粗品が提供されます． 

 
 

① 交通手段の変更 

 

 

 

 

公共交通利用者に，交通環境ポイントを与えました．対象とする公共交通は伊予鉄道郊外電車

とし，松山中心市街地の駅（松山市駅）で乗車，降車をする場合にのみ，交通環境ポイントを付

与します．μチップを搭載した「もぐカード」を駅構内に設置した「もぐリーダー」（図参照）

にかざすことで行動認証を行いました．また，道路混雑時間帯を考慮した時間帯別のポイントの

変動を表に示します．道路混雑時間帯に公共交通を利用した人には，ポイントが多く与えられま

す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 もぐカード（左），もぐリーダー（右） 

 

 

・ 環境に貢献したモニター（交通手段変更，出発時刻調整）に対する 
交通環境ポイントの付与（ポイント上位モニターにインセンティブの提供）！ 

・ 公共交通利用者に交通環境ポイントを付与！ 
（道路混雑時間帯に利用したモニターはさらにポイント増） 
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表 交通環境ポイントの時間帯別変動 
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② 出発時刻の変更 

 

 

 

 

道路交通の混雑が激しい時間帯前後に，松山中心市街地(図：松山市駅から半径２ｋｍ以内)へ

到着，または松山中心市街地から出発を行ったモニターに交通環境ポイントの付与を行います．

また，ポイントを付与するのは移動距離が２ｋｍ以上のトリップのみとしました．時間帯別のポ

イントの変動を表に示します．モニターの出発位置，到着位置，移動距離等の認証はＧＰＳ携帯

電話で取得されたドットデータを用いて行いました． 

 

松山中心部
（松山市駅から半径2km）

 

図 交通環境ポイント対象エリア 
 

・ 自動車の移動で，混雑時間帯を避けるように出発時刻を調整した自動車利用者に，

交通環境ポイントを付与！ 
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（２）マルチモーダルナビシステムについて  

 

 

 

 
マルチモーダルナビでは，公共交通と自動車の情報を配信します．情報配信内容は，図のよう

なテキスト情報とマップ情報です． 
テキスト情報では，現在地から目的地までの，現在，３０分後，１時間後の自動車と公共交通

におけるそれぞれの旅行時間（交通予報）や経路名称，さらに公共交通は，乗車駅，降車駅，乗

換駅，運賃も併せて配信しました． 
マップ情報は，図のような「等時間マップ」，「混雑マップ」を配信しました． 
テキスト情報は GPS 携帯電話，マップ情報は GPS 携帯電話とパソコンの両方で確認すること

ができます． 
 
 

交通情報

現在地から○○まで
の所要時間情報

〈公共交通〉
乗車駅名
　松山市駅（郊外）
降車駅名
　立花駅（郊外）
運賃
　170円
◇現在
　15分(先21:00発)
　30分(次21:15発)
◇30分後
　15分(21:30発) 
◇１時間後
　15分(22:00発)

〈自動車〉
現在/30分/60分
-環状線経由
20分/18分/22分
-R11号経由
18分/15分/20分

戻る 出発

交通情報

現在地から○○まで
の所要時間情報

〈公共交通〉
乗車駅名
　松山市駅（郊外）
降車駅名
　立花駅（郊外）
運賃
　170円
◇現在
　15分(先21:00発)
　30分(次21:15発)
◇30分後
　15分(21:30発) 
◇１時間後
　15分(22:00発)

〈自動車〉
現在/30分/60分
-環状線経由
20分/18分/22分
-R11号経由
18分/15分/20分

戻る 出発

テキスト情報 等時間マップ情報 混雑マップ情報  

図 情報配信内容（左：テキスト情報，中，右：マップ情報） 

・ 公共交通と自動車の，所要時間や旅行速度の情報をＧＰＳ携帯電話とパソコンに 
配信！ 
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２．２．調査規模 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

交通環境ポイントを適用した調査の概要を説明します． 

■ 調査名称：２００５年松山プローブパーソン調査 

■ 調査期間：平成１７年２月１日（火）～２月２８日（月）（２８日間） 

■ 調査地域：松山都市圏(松山市，伊予市，東温市，砥部町，松前町の３市２町) 

■ 施策導入期間： 

情報提供実施 交通環境ポイント実施 調査期間
ケース１ × × 平成17年2月1日(火)～平成17年2月7日(月)
ケース２ ○ × 平成17年2月8日(火)～平成17年2月14日(月)
ケース３ ○ ○ 平成17年2月15日(火)～平成17年2月28日(月)  

 
■ モニター数：３８４名 

232

152
男性

女性

57

159

115

30
16 7

20代

30代

40代

50代

60代以上

不明

242
23

48

34
91117 会社員・公務員

自営業

パート・アルバイト

主婦・主夫

学生

無職

その他

 
図 モニター属性（性別，年代別，職業別） 

 
■ モニター募集 

 

 

 

モニター募集の方法としては，大きく「昨年度モニターの再募集」と「新規モニターの募集」

の２種類に分類されます． 

（１） 昨年度モニターの再募集 

（２） 新規モニターの募集 

① Ｗｅｂ（メールマガジン）によるモニター募集 

② 企業依頼によるモニター募集 

モニターの募集を行った結果，応募状況は以下の通りです． 
表 モニター募集状況 

人数（名）配信数 応募率（％）
昨年度モニター 132 188名 70.2
新規モニター

Ｗｅｂ
南海放送 128

Ｗｅｂ 57 10340名 0.6
ラジオ・ＨＰ 71

（株）ＳＰＣ 84 8555名 1.0
企業依頼

（株）フジ 54
ダイキ（株） 16

合計 396  

・ 昨年度調査モニター，Ｗｅｂ（メールマガジン），企業依頼を中心にモニターを 
募集！ 
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（１）交通環境ポイント取得回数  
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図 交通環境ポイント獲得時間帯 

 
図に，交通手段別，獲得時間別の交通環境ポイント取得回数を示します． 
公共交通は，自動車混雑時間帯にポイントを獲得している人が多く見られます． 
自動車は，平日と休日で傾向が違います．平日は，道路混雑時間帯後の獲得者が多く，休日は

道路混雑時間帯前の獲得者が多いことが分かります． 
公共交通より自動車の方が，交通環境ポイント取得者数が多く，自動車における出発時刻の調

整という行動変更が人々には抵抗が少なく，行いやすいと考えられます． 
 

３３．．調調査査結結果果  

・ 交通環境ポイントにより，自動車の出発時刻調整を確認！ 
・ 詳細な交通行動の変更を把握！ 

・ 交通環境ポイント取得が最も多い時間帯は平日９時！ 
・ 公共交通は，道路混雑時間帯利用者が多数！ 
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（２）交通環境ポイントによる自動車交通の増減  
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図 平日の自動車交通量の変動（上：朝，下：夕方） 

 
交通環境ポイント付与前後における時間帯別自動車交通量の増減のグラフを，図に示します．

朝，夕方ともに，道路混雑時間帯の交通量が減少し，道路混雑時間帯前後の交通量が増加してい

ることが分かります．交通環境ポイントによって，混雑時間帯の交通量を前後に分散できたと考

えられます． 
 

・ 交通環境ポイントにより，混雑時間帯の交通量が朝は約６％，夕方は約１８％ 
減少！ 
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（３）調査後アンケート結果  
 
 
 

29

146
213

5

4 自動車から鉄道に交通手段を変更した

自動車の出発時刻を変更した

鉄道の出発時刻を変更した

特に交通行動を変更したことはない

未回答

 
図 調査終了後アンケート結果 

 
調査終了後，アンケートで交通環境ポイントによる行動変更の有無を尋ねた結果を図に示しま

す． 
交通手段を、自動車から鉄道に変更したモニターが約８%確認されました．交通手段の変更が

無かったモニターの理由として，自宅と公共交通駅の地理的要因が大きく，公共交通機関への変

更が難しかったと考えられます． 
また，自動車の出発時刻を調整したモニターが約３９%確認されました．交通環境ポイントが

出発時刻調整を促すインセンティブとなる可能性を確認できました． 
 

・約４５％のモニターが，交通環境ポイントにより交通行動を変更！ 



JSTE プローブ研究会事例集 

 11

 
 
 
１．動的な交通環境ポイント付与が可能  

ＧＰＳ携帯電話を用いることにより，時間帯と位置を動的に判定し，交通環境ポイントを付

与することができます． 

 
２．ＴＦＰ（交通行動見直しプログラム）がオンラインで可能  

プローブパーソン調査により得られたデータを基に，交通手段別の移動時間を算出し，表の

原単位を用いることで，１日等の CO2排出量やカロリー消費量などをオンラインで計算し，モ

ニターに提供することができます． 

 
表 交通手段別の 1 分/1 トリップあたりの二酸化炭素排出量とカロリー消費量の原単位 

1分あたり 1回あたり 1分あたり 1回当たり
(kg/分) (kg/回) (kcal/分) (kcal/回)
- - 3.300 -
- - 3.820 -

0.020 0.380 1.680 26.150
0.040 1.000 1.350 38.380
0.020 0.920 2.180 185.400
0.050 1.940 2.180 111.300
0.010 0.810 2.180 194.010

時間計 0.078 2.250 0.078 53.930
15分未満 0.078 0.620 0.078 18.930
15-45分 0.078 2.010 0.078 52.610
45分以上 0.078 5.540 0.078 127.780

交通機関
二酸化炭素排出量 カロリー消費量

徒歩

路線バス
電車

自動車合計

自転車
バイク
タクシー
公共交通合計

 
（参考 土木学会 モビリティマネジメントの手引き ｐ１８８付録１７） 
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	CO2削減に資する　
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